
研究計画概要（24-0002）


1. 研究課題名

　気管支喘息患者の呼吸症状・吸入薬調査


2. 実施責任者　　　所属　　　　　　　　　　　　　職名　　　　　　氏名

　　　　京都工場保健会総合医学研究所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

臨床呼吸生理学研究センター　　　　　　主任研究員　　　　南端朝美


3. 実施分担者　　　所属　　　　　　　　　　　　　職名　　　　　　氏名

　　　　京都工場保健会総合医学研究所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

臨床呼吸生理学研究センター　　　　　　主任研究員　　　　河野能士


　　　　京都工場保健会総合医学研究
所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨床呼吸生理学研究セン
ター　　　　　　副センター長　　　有本太一郎


4. 実施概要

① 研究の背景

喘息は，世界中で一般的な慢性呼吸器疾患であり，2019 年 WHO の報告で
は，世界で 2億 6 千 2 百万人の罹患，約 46 万人の死亡原因となっている． 
日本では，2019 年人口 10 万人対の喘息死亡率は1.2 であった． 喘息死には
多くの因子が関わるとされているが，その中で，治療薬の中断，吸入ステロ
イド薬の不使用が一因子とされている． 


② 研究の目的及び意義

気管支喘息患者の症状について，喘息のコントロール状況の指標である ACT 
スコアを用い，コントロール不良者の割合を調べる．また，使用吸入薬の現
状について調査する．

喘息患者においてコントロール不良者の割合，コントロール不良者の治療（吸
入）状況，非通院者の症状把握をすることは，日本の喘息死を減らす取り組みを
進めるために非常に重要である．


③ 研究の方法　　


過去の研究（令和 3 年 12 月承認　受付番号 21-0002 課題名：京都府下，呼
吸器内科医過少地域と充足地域における喘息患者の呼吸症状調査）により得
られた以下の情報を利用する． 


臨床所見（年齢，性別，喫煙歴，現病歴と治療の有無，既往歴）




ACT 質問票（ 25 点満点．呼吸症状，コントロール状態を評価するスコア）
（健診時問診に組み込み，任意回答により得ている））


使用吸入薬（健診時問診に記入欄を設置，任意回答により得ている）


通院の有無で 2 群にわけ喘息症状の差異を調べる．また，ACT 質問票の結果
から，25 点，23 - 24 点，20 - 22点，20 点未満の 4 群に分類し，コントロー
ル状況による吸入薬使用状況の違いがないかを調べる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


5. 問い合わせ先

　　本研究の対象者の方は，問い合わせ先に連絡することによっていつでも本研究
への参加を拒否することができます．また，研究への参加を拒否されても，不利
益などを受けることは一切ありません．


研究実施責任者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
京都工場保健会総合医学研究所臨床呼吸生理学研究センター　南端朝美


　(電話番号080-2518-1943)



